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今年は市制施行50周年
育てよう！夢みる柏をみんなの心で

主な内容 ＊＊
放置自転車クリーンキャン
ペーン／社会福祉協議会
が合併／監査結果を公表
　
学術の秋／就学時の健康診
断／地域の子ども向け講座
　
特集 ・柏の50年～手賀沼
編「人々の暮らしとともに」

情報館（講座・講演、お知ら
せ、求人ほか）
　
街のできごと（フォトニュー
ス）／芹沢銈介の世界／
おとなりさん
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス　http://www.city.kashiwa.chiba.jp/

市の人口(16.10.1 現在 )
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3３３，５１６人
1２９，５７７世帯

と き
と こ ろ
出 演

入 場 料
チケット
の 販 売

12月11日㈯午後2時開演
アミュゼ柏
柳家小三治、花島世津子（奇術）、
柳家花緑、柳家小太郎、柳亭こみち
一般3,500円、65歳以上3,000円（全席指定)
10月18日㈪午前9時から、文化課チケットガイド（市役所第
2庁舎4階）へ電話・ファクス（☎・℻7167－5785）か直接（土・
日曜日・祝日を除く、ファクスは24時間受け付け）※チケッ
トは１人４枚まで。未就学児の入場はご遠慮ください

問文化課 ☎7167－1494

年忘れアミュゼ寄席 
　明るく笑って新しい年を迎えませんか。古典の真髄　柳家小三治
などが贈るアミュゼ寄席をぜひご堪能ください。

柳家小三治

柳家花緑

 

上
空
通
路
で
往
来
が
便

利
に

　

現
在
、
柏
駅
東
口
の
柏
駅
前

第
一
ビ
ル（
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
）

と
谷
川
ビ
ル
の
間
の
道
路
上
部

を
横
断
す
る
小
柳
町
上
空
通
路

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
通
路
か
ら
道
路
上
を
斜
め

に
、
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
ビ
ル
へ

渡
る
通
路
が
開
通
し
ま
す
（
別

図
参
照
）。
今
回
完
成
す
る
延

伸
部
分
は
、
延
長
約
二
十
メ
ー

ト
ル
、幅
約
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

通
路
は
、
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

ビ
ル
が
設
置
し
た
外
部
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー（
上
り
下
り
各
一
基
、

終
日
運
転
）
に
接
続
し
て
い
ま

す
。
同
ビ
ル
二
階
外
部
通
路
を

通
っ
て
外
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

使
う
こ
と
が
で
き
、
階
段
や
狭

い
車
道
を
通
ら
ず
に
商
店
街
や

泉
町
方
面
へ
行
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

小
柳
町
上
空
通
路
は
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
別

掲
の
と
お
り
）
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
国
の
補
助
金
を
使
っ
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の

で
す
。

　

通
路
の
設
計
に
は
、
柏
市
景

観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
シ
ン
プ
ル
な
白

色
系
の
塗
装
・
平
ら
な
屋
根
を

採
用
す
る
な
ど
、
外
観
が
街
並

み
に
調
和
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
屋
根
は
ガ
ラ
ス
張
り
で

採
光
を
良
く
し
た
明
る
い
通
路

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
柳
町
上
空
通
路
に

続
く
柏
二
番
街
商
店
会
の
ア
ー

ケ
ー
ド
延
長
工
事
も
同
時
に
完

成
し
、
雨
の
日
に
も
柏
駅
か
ら

傘
を
差
さ
ず
に
商
店
街
方
面
へ

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
お
披
露
目

　

10
月
30
日
（
土
）
午
前
11
時

半
か
ら
、
小
柳
町
上
空
通
路
延

伸
と
柏
二
番
街
商
店
会
ア
ー
ケ

ー
ド
延
長
の
完
成
を
祝
っ
て
二

番
街
で
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
11
月
３
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
、
丸
井
柏
店
前
の
広

場
で
柏
駅
周
辺
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
推
進
協
議
会
・
柏
二
番
街
商

店
会
・
市
な
ど
の
共
催
で
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
ス
ト
リ
ー

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
小

柳
町
上
空
通
路
と
イ
ベ
ン
ト
を

こ
の
機
会
に
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

問
小
柳
町
上
空
通
路
に
つ
い

て
は
再
開
発
課
☎
７
１
６
７
│

５
０
８
０
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
商
工

課
☎
７
１
６
７
│
１
１
４
１

小柳町上空通路
　　（延伸部分）

二番街
アーケード
（延長部分）エスカレーター

エレベーター

二階外部通路

南
口

システムラ
ンドビル

柏駅

谷川ビル

柏駅前第一ビル

至
泉
町

丸井柏店

N

西口

東口

■小柳町上空通路の位置図

小柳町上空通路完成予想図

〒

東葛飾高校
国道６号

髙島屋

小柳町
上空通路

NTT 市営駐車場

柏郵便局

柏駅 至
我
孫
子

至
松戸

そごう

至船橋

計画区域

N

■中心市街地活性化計画区域図
仕上げ工事が進む小柳町上空通路

街を歩きやすく！
　小柳町上空通路が延伸

　

２
月
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
小
柳
町
上
空
通
路
（
歩

道
橋
）
の
延
伸
工
事
が
間
も
な
く
完
成
し
、
10
月
30
日
（
土
）

か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
通
路
の
完
成
で

柏
駅
西
口
か
ら
南
口
を
経
由
し
て
東
口
へ
の
歩
行
経
路
が
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
、
歩
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
民
に
と

っ
て
柏
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
へ
の
来
や
す
さ
と
市
街
地
内

で
の
動
き
や
す
さ
を
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

中
心
市
街
地
活
性
化

   

基
本
計
画
と
は

　

柏
駅
を
中
心
と
し
た
約

九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
心

市
街
地
（
別
図
参
照
）
が
、

商
業
・
業
務
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
平
成
12
年
に
市
が
作
っ
た

計
画
。
次
の
五
つ
の
活
性
化

の
目
標
を
掲
げ
、
民
間
と
市

が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。　

　

①
柏
の
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

　

②
時
代
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
都
心
づ
く
り

　

③
柏
市
の
中
心
核
と
し
て

の
街
づ
く
り

　

④
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り

　

⑤
中
心
市
街
地
へ
の
来
や

す
さ
と
動
き
や
す
さ
の
向
上

　

こ
れ
ま
で
南
口
自
由
通
路

の
拡
幅
や
東
口
の
案
内
看
板

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
駅
周

辺
施
設
表
示
板
、
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
の
屋
根
な
ど
の
整
備

を
し
た
り
、
柏
独
自
の
資
源

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

小
柳
町
上
空
通
路
は
、
街

の
に
ぎ
わ
い
と
回
遊
性
を
創

り
だ
す
環
状
歩
行
者
空
間
を

整
備
す
る
事
業
の
一
つ
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

エスカレーター
（上）とエレベ
ーター（下）
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工事のためのう回路

　市内で出土した土器・石器等の遺物や図面・写真などの
整理作業を行う文化財整理室を公開します。発掘調査の成
果をまとめていく様子を、一度ご覧になってみませんか。

文化財整理室を公開

至野田

至千葉

入
谷
津

バ
ス
停

食品店

ガソリンスタンド

十余ニ
交差点

国
道　

号

16

■案内図

N 文化財整理室

11月３日㈬午前10時～午後３
時※雨天決行。荒天中止
文化財整理室（十余二、別図
参照）
柏駅西口からバス「若柴循環」
で「入谷津」下車、徒歩2分
無料
当日、会場へ直接※車での来
場はご遠慮を

と き

ところ

交 通

費 用
申し込み

文化課文化財担当
（公開当日は柏市文化財整理室 ☎７１３３─０９９１）
問

土器
にドキ

ドキ！

北柏駅

柏
駅

手賀沼エコマラソン会場
（柏ふるさと公園）

親水公園
スタート

フィニッシュ
至
南
柏

至
取
手我孫子市

柏市

沼南町

手賀沼

JR常磐線

道の駅
しょうなん

至成田

6

356
我孫子駅 天王台駅

東我孫子駅

■コース図

問手賀沼エコマラソン実行委員会事務局 ☎7167─8345・体育課 ☎7167─1536

手賀大橋

　10月31日㈰午前10時から、8,500人が参加する手賀沼エコマラソンが行われます。当日は
コース周辺で車両の通行が規制されます。ご協力をお願いします。
規制時間・コース　  別図のとおり（時間は交通規制時間）

　今年もＮＨＫラジオ
体操の西山佳克氏による
準備体操を実施します！

9:30～11:30
9:30～
11:30

10:40～12:4010:50～13:00

10:00～12:00

10:00～12:00
10:00～12:30

　

昭
和
54
年
、
柏
駅
周
辺
は
放

置
自
転
車
の
数
が
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
道
な
撤
去
活
動
や
市

営
駐
輪
場
の
設
置
に
よ
り
、
放

置
自
転
車
の
防
止
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
全
国
ワ

ー
ス
ト
の
汚
名
は
返
上
し
た
も

の
の
、
い
ま
だ
に
柏
駅
周
辺
に

は
一
日
千
台
以
上
（
平
成
15
年

度
）
も
の
自
転
車
が
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
一
台
が
迷
惑

で
す

　

歩
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
放
置

さ
れ
た
自
転
車
は
、
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
駅
周
辺
な

ど
人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
で

は
、
お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
ど

も
に
と
っ
て
大
変
危
険
な
状
況

を
作
り
出
し
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど

で
「
私
だ
け
な
ら
」
と
か
「
少

し
の
時
間
だ
け
だ
か
ら
」「
み

ん
な
置
い
て
い
る
か
ら
」
と
、

安
易
な
気
持
ち
で
自
転
車
を
放

置
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
８
月
に
は
柏
駅
東
口

で
、
市
内
の
中
学
生
が
放
置
自

転
車
と
接
触
し
、
六
針
も
縫
う

け
が
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多

数
の
放
置
自
転
車
が
路
上
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
を
覆
い
、
目
の
不

自
由
な
か
た
か
ら
通
行
で
き
な

い
と
の
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

自
転
車
は
老
若
男
女
、
誰
で

も
気
軽
に
使
え
る
大
変
便
利
な

乗
り
物
。
で
も
安
易
な
気
持
ち

で
あ
な
た
が
放
置
し
た
自
転
車

が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
事
故
や

け
が
の
原
因
に
も
な
る
の
で

す
。
正
し
い
使
い
方
と
モ
ラ
ル

を
持
ち
、
自
転
車
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

撤
去
に
は
多
額
の
税
金

が
使
わ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
の
す
べ
て
の

駅
周
辺
に
「
自
転
車
等
放
置
禁

止
区
域
」
を
定
め
、
区
域
内
に

放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
撤
去
し

て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度
に
は

九
千
七
百
七
十
五
台
の
放
置
自

転
車
を
撤
去
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
か
か
っ
た
費
用
は
総
額
五

千
九
百
万
円
に
も
な
り
ま
す

（
別
掲
参
照
）。
放
置
自
転
車
が

な
く
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
お
金

は
使
わ
れ
な
く
て
済
む
の
で

す
。

　

各
区
域
内
に
は
、
一
時
利
用

で
き
る
駐
輪
場
が
十
六
カ
所
、

柏
駅
周
辺
に
は
買
い
物
利
用
者

用
の
駐
輪
場
が
七
カ
所
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
原
付
バ
イ
ク
や
自

動
二
輪
車
の
た
め
の
駐
輪
場
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
、
み
ん
な
で
放
置
自
転
車
等

を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

駅
前
で
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！ 

　

市
で
は
、
11
月
30
日
（
火
）

ま
で
「
困
り
ま
す
！
自
転
車
置

き
ざ
り　

知
ら
ん
ぷ
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
駅
前
放
置

自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
広
報

活
動
や
柏
駅
・
南
柏
駅
前
で
商

店
会
の
協
力
の
も
と
街
頭
啓
発

活
動
、
市
内
各
駅
前
の
放
置
自

転
車
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

自
転
車
の
放
置
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　

問
交
通
施
設
課
☎
７
１
６
７

│
１
３
０
４

　

柏
市
・
沼
南
町
の
合
併
に
伴

い
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
両
市
・
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
合
併
協
議
会
で

の
協
議
が
終
了
し
、
９
月
29
日

に
本
多
市
長
と
藤
川
町
長
の
立

ち
会
い
の
も
と
、
合
併
契
約
調

印
式
が
沼
南
町
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

合
併
期
日
は
、
柏
市
と

同
じ
来
年
３
月
28
日
、
合

併
後
の
名
称
は
柏
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
な
り
ま

す
。

　

合
併
に
伴
う
主
な
協
議

項
目
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
10
月
20
日
（
水
）
の
朝
刊

に
折
り
込
ま
れ
る
「
か
し
わ
社

協
だ
よ
り
」
で
報
告
し
ま
す
。

　

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１

６
３
│
９
０
０
１

　

監
査
委
員　

渡
邉　

義
一

　

監
査
委
員　

酒
井　

成
浩

　

監
査
委
員　

青
柳　

直
樹

　

監
査
委
員　

海
老
原
久
恵

　

平
成
16
年
４
月
９
日
〜
６
月

29
日
に
財
政
援
助
団
体
等
監
査

を
、
平
成
16
年
４
月
９
日
〜
７

月
28
日
に
行
政
監
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、監
査
結
果
の
全
文
は
、

行
政
資
料
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
一
階
）で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
【
財
政
援
助
団
体
等
監
査
】

　

柏
市
が
「
柏
市
ふ
る
さ
と
運

動
補
助
金
」
と
「
柏
市
地
区
ス

ポ
ー
ツ
大
会
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
る
田
中
住
民
協
議
会
と

南
部
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
を

対
象
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
お
お
む
ね

適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
留
意
す

る
よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

　

〇
市
民
生
活
部
市
民
活
動
推

進
課

　

近
隣
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
組

織
さ
れ
た
両
協
議
会
は
、
各
地

域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
い
、
豊
か
で
住
み
よ
い
街
づ

く
り
の
た
め
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
、長
年
「
ふ
る
さ
と
柏
」

の
創
造
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
団
体
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
側
面
か
ら
そ
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
が
、
柏
市
ふ
る
さ
と

運
動
補
助
金
交
付
要
綱
に
お
い

て
、
補
助
対
象
事
業
と
協
議
会

活
動
の
実
態
と
に
か
い
離
す
る

部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
要
綱
を
適
時
・
適
正
に

整
備
す
る
と
と
も
に
、
団
体
に

対
す
る
指
導
に
お
い
て
も
留
意

さ
れ
た
い
。

　
【
行
政
監
査
】

　

市
民
向
け
講
座
、
講
習
等
に

関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
予
算

及
び
法
令
等
に
基
づ
き
、
合
理

的
か
つ
効
率
的
、
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
、
監

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
お
お
む
ね

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
一
部
の
講
座
等
に
お
い

て
、
申
し
込
み
・
参
加
率
の
状

況
、
講
師
謝
礼
金
の
積
算
、
事

業
効
果
の
確
認
・
担
当
課
の
評

価
等
に
つ
い
て
改
善
を
要
す
る

も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
留

意
す
る
よ
う
公
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
向
け
の
講
座
・

講
習
等
に
関
す
る
事
務
に
つ
い

て
は
、市
民
の
健
康
増
進
事
業
、

介
護
予
防
事
業
、
子
育
て
支
援

事
業
、
青
少
年
育
成
事
業
、
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験

学
習
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
多

様
な
内
容
で
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
と
も
講
座
等
の
開

催
を
通
し
て
豊
か
な
市
民
生
活

に
資
す
る
た
め
に
、
一
層
の
努

力
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

　

10
月
１
日
付
け
で
渡　

正
明

氏
が
教
育
委
員
に
、
矢
上
直
氏

が
教
育
委
員
会
教
育
長
に
そ
れ

ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
８
日
付
け
で
教

育
委
員
会
委
員
長
に
小
菅
あ
け

み
氏
が
、
委
員
長
職
務
代
理
者

に
渡　

正
明
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
７

１
６
７
│
１
４
５
４

教
育
委
員
長
に
小
菅
氏

10
月
８
日
付
け
で
選
任

約1,153万円也

約5,911万円也

　この差額約4,758万円（自転車1台当たり約4,900
円）が税金でまかなわれました。
（参考）撤去した自転車のうち、所有者に引き取られた
台数＝3,704台（引き取り率37.9％）

放置自転車の撤去には

お金　　がかかります

平成15年度

収　入

支　出

・撤去保管料
（1台で3,000円）
・放置自転車売却費

・撤去・保管・街頭指
導に必要な人件費
・移送費
・土地・建物賃借料
・廃棄処分費　等

放
置
自
転
車
の
な
い
街
へ

　
　

 
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

合併でよいサービスを

　　　社会福祉協議会

両社協の会長が合併契約に調印

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

放置自転車が危険な場所を作っています

柏　市
沼南町

柏
駅　前



平成16年（2004年）10月15日③ 第1227号

１１月１６日㈫午前９時～午後４時４０分※午前8
時50分柏市役所集合
市内在住のかた、２３人
バスで市内の施設（公設市場・リサイクルプラザ・
砂川美術工芸館）を巡り、市役所で議場を見学し
ます
無料（昼食は自己負担。弁当を持参するか公設
市場内の飲食店を利用することもできます）
往復はがきに｢施設見学会希望｣と明記し、住所
・氏名・年齢・電話番号を書いて、〒２７７－８５０５
柏市役所広報広聴課へ、１０月２９日㈮までに申し
込みを（必着）※応募は１人１通。１通で２人まで。
応募者多数の場合は抽選

１０月２８日㈭午後２時～４時
北柏ふるさと公園
市内在住のかた、２５人
常緑広葉樹の手入れについての講義とキン
モクセイの仕立て刈り込みの実践
５００円
往復はがきに「花と緑の教室希望」と明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて
先を書いて、〒２７７─０００１呼塚新田２０４─２
柏市みどりの基金へ、１０月１８日㈪までに郵
送で（当日消印有効）※応募者多数の場合
は抽選

問体育課 ☎7167─1536 問柏市みどりの基金 ☎7160─3120 問広報広聴課 ☎7167─1119

と 　 き

種 目 ・
会 場

対 象

費 用
申し込み

そ の 他

と 　 き
と こ ろ
対 象
内 容

費 用
申し込み

と 　 き

対 象
内 容

費 用

申し込み

11月14日㈰午前9時～正午※小雨
決行。グラウンドゴルフは荒天の場
合、11月21日㈰に延期
グラウンドゴルフ＝高田運動広場・南
部運動場、ショートテニス＝高田小学
校・柏第八小学校
市内在住・在勤・在学で、小学生以
上のかた（グラウンドゴルフは各会場、
先着192人）
無料
10月18日㈪～22日㈮に、体育課（市
役所第2庁舎4階）へ電話か直接
※ショートテニスは2人1組で
用具の無料貸し出しあり

市民スポーツの集い
～常緑広葉樹の手入れ入門と
                     刈り込みの実践～

花と緑の教室 施設見学会

す
。
こ
の
た
び
別
表
の
八
講
座

で
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ

ひ
土
曜
日
を
有
意
義
に
活
用
す

る
た
め
の
一
つ
の
き
っ
か
け
と

し
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　

講
座
名
・
と
き
・
と
こ
ろ
・

対
象
・
内
容
・
費
用　

別
表
の

と
お
り

　

用
意
す
る
も
の　

上
履
き
、

下
履
き
入
れ
、
費
用
（
必
要
な

場
合
だ
け
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き

に
、
希
望
す
る
小
学
校
名
と
講

座
名
を
明
記
し
、
住
所
・
保
護

者
と
子
ど
も
の
氏
名
・
子
ど
も

の
学
年
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
│

一
二　

柏
市
中
央
公
民
館
へ
、

10
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

　

問
中
央
公
民
館
☎
７
１
６
４

│
１
８
１
１

　

沼
南
町
役
場
前
の
「
花
の
広
場
」

は
、
季
節
ご
と
に
四
季
折
々
の
花
を

咲
か
せ
、
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
広
場
は
、
花
と
緑

豊
か
な
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
す
沼
南

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。

　

今
は
コ
ス
モ
ス
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
花
が
満
開
で
す
。
お
花
を
観
賞

さ
れ
た
後
、
ぶ
ら
り
と
役
場
六
階
の

喫
茶
室
「
ひ
ま
わ
り
」
で
、
コ
ー
ヒ

ー
タ
イ
ム
は
い
か
が
で
す
か
。
こ
の

喫
茶
室
は
障
害
者
授
産
施
設
「
ひ
ま

わ
り
園
」
の
園
生
が
明
る
く
元
気
に

働
い
て
い
る
お
店
で
す
。
高
い
場
所

か
ら
は
町
の
風
景
を
一
望
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
人
と
の
待
ち
合
わ
せ

に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
。

　

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時

　

定
休
日　

役
場
閉
庁
日
（
臨
時
休

業
有
り
）

　

問
喫
茶
室
「
ひ
ま
わ
り
」
☎
７
１

９
１
│
１
１
１
１

　
【
沼
南
ま
つ
り
】

　

と
き　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

沼
南
町
役
場
周
辺

　

内
容　

野
菜
・
果
物
・
商
工
業
製

品
の
展
示
即
売
、
パ
レ
ー
ド
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
、
模
擬
店
な
ど

　

そ
の
他　

当
日
、
会
場
周
辺
が
交

通
規
制
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

問
沼
南
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商

工
会
内
）
☎
７
１
９
１
│
２
８
０
３

15
花
と
喫
茶
と
沼
南
ま
つ
り

　

市
で
は
、
柏
市
地
域
子
ど
も

教
室
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て

柏
第
一
小
学
校
、
柏
第
二
小
学

校
、
酒
井
根
西
小
学
校
の
三
校

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
土
曜
日

に
子
ど
も
向
け
の
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
得
意
な
分

野
で
「
先
生
」
と
な
る
も
の
で

地
域
の
先
生
に
教
わ
ろ
う
！

小
学
校
で
子
ど
も
向
け
講
座

講座名 と　　き ところ 対　象 内　容 費　用

英語で楽
しむ絵本
の世界

11月～来年3月の毎月第
2土曜日午前10時～ 11時
（計5回）

柏第一小
学校会議
室

小学1～ 4
年 生（保
護者同伴
可）、10人

クリスマスの本・歌、
英語の絵本の読み聞
かせとゲームなど

無 料 ※
材 料 は
各 自 持
参

心を育む
講座

11月13日・20日、12月
11日・18日、来年1月22
日・29日、2月12日・19日、
3月19日の各土曜日午前
10時～正午（計9回）

柏第一小
学校クラ
ブ室

小 学1・2
年 生（保
護者同伴
可）、10人

友達の思いをくみ取
り自分の気持ちを伝
える方法を会話、ゲ
ームなどで身につけ
ます

無料

地域子ど
も教室

11月～来年3月の毎月第
4土曜日午前10時～正午
（計5回）

柏第一小
学校会議
室

小学1～ 4
年生と保
護者、5組
10人

クリスマスリースや
木の葉のアートなど
を作ります

1回300
円程度

世界にひ
とつだけ
の絵本づ
くり

11月～来年3月の毎月第
4土曜日午前10時～午後
0時半（計5回）

柏第二小
学校図書
室

小学1～ 6
年 生（保
護者参加
可）、20人

自分を表現する楽し
さを体験しながら1
冊の絵本を作ります

800円程
度

科学と遊
ぶ

11月～来年3月の毎月第
2土曜日午前10時～正午
（計5回）

酒井根西
小学校理
科室

小学4～ 6
年 生（保
護者参加
可）、15人

音の話やカメラの話
など、実験を交えて
科学の不思議を楽し
みます

無料

和楽器教
室

11月13日午後1時～ 3時
と12月～来年3月の毎月
第2土曜日午前10時～正
午（計5回）

酒井根西
小学校音
楽室

小 学 生、
15人

豊年太鼓、獅子舞と
おはやし、篠笛など

1回300
円

実験・工
作教室

11月～来年3月の毎月第
2土曜日午前10時～正午
（計5回）

酒井根西
小学校家
庭科室

小 学 生、
15人

ドングリ細工、牛乳
パック工作、お正月
遊び工作、水の実験
など

1回300
円

地域子ど
も教室

11月～来年3月の毎月第
2土曜日午後１時半～ 3
時半（計5回）

酒井根西
小学校家
庭科室

小学1～ 4
年生と保
護者、5組
10人

木の葉のアートやト
ールペイントなどを
作ります

1回300
円程度

■小学校で行われる子ども向け講座　

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
（
平
成
10
年
４

月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
か
た
に
は
、
10
月
18
日

（
月
）
に
健
康
診
断
の
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。
日
程
と
会
場

を
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
通
知
が
届
か
な

い
場
合
や
受
診
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
学
校
保
健
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
学
校
保
健
課
☎
７
１
６
７

―
１
４
７
９

“学術の秋”してみませんか

公開講座などを開催

東大・千葉大

①10月16日㈯＝「音楽が生む環境」
②11月６日㈯＝「資源の有効利用と
微生物」③11月13日㈯＝「薬草に学
ぶ健康の知識～晩秋の章～」時間
はいずれも午後２時～４時半
千葉大学環境健康フィールド科学セ
ンター（柏の葉6丁目）
①・②は先着80人、③は先着50人
無料
当日、会場へ直接

と 　 き
と こ ろ
定 員
内 容

費 用
申し込み

と 　 き

と こ ろ

内 容

費 用
申し込み

と 　 き
と こ ろ

定 員
内 容

費 用
そ の 他

10月23日㈯午後１時半～４時半
千葉大学環境健康フィールド科学
センター（柏の葉6丁目）
80人
環境と小児アレルギー、免疫機能な
どについて
1,000円
申し込み方法など、詳しくは問い合
わせを

11月20日㈯午後５時～７時半
アミュゼ柏
400人
①スタンフォード大学教授（ノーベル物理学
賞受賞）オシェロフ氏による講演「スペースシ
ャトル・コロンビアの事故を考える」②東大
名誉教授小林俊一氏による講演「電子とあ
なた、電子と私たち」
無料
往復はがきに「一般講演会希望」と明記し、
住所・氏名・電話番号と返信面のあて先
を書いて、〒２７７─８５８１　東京大学物性
研究所庶務課へ、11月1５日㈪までに郵送
（必着）かファクス（7136─3215）かメール
（issp-syomu@kashiwa-jimu.u-tokyo.ac.
jp）で※応募者多数の場合は抽選

10月29日㈮・30日㈯午前10時～午
後４時半
東京大学柏キャンパス（柏の葉5丁
目）
研究室・実験室等の公開、特別講
演会、科学映画上映など
無料
当日、会場へ直接

問企画調整課 ☎７１６７─１１１７・東大物性研
究所 ☎７１３６─３２０７

物性研究所一般講演会 柏キャンパス一般公開

問東大柏事務部企画課 ☎７１３６─３１０７

環境健康講演会

市民講座

とき・内容

と こ ろ

定 員
費 用
申し込み

問千葉大環境健康フィールド科学センター
☎７１３４─８４０１

問
千葉大医学部内NＰＯ法人次世代環境健康
学センター ☎043─226─2017・℻043─226─
2018・メールアドレスjisedainpo@infoseek.to

東大 東大

千葉
大

千葉
大

　高等教育機関や研究機関など、多く
の特色ある施設がある柏の葉地区。こ
の地区にある東京大学と千葉大学では、
最先端の研究に取り組んでいます。
　この秋、両大学では研究内容を市民
の皆さんに知っていただくため、講演
会などを開きます。最先端の「学術」
に触れて、ちょっと賢くなりませんか。

花
の
広
場
に
咲
く
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

小学生になる前に

就学時の健康診断



極上の手賀沼ウナギ
古くは手賀沼といえばコイ・フナ・

ウナギが有名で、特に江戸時代以降
戦後しばらくまで、「手賀沼のウナ
ギ」は「くろ」とか「あお」と呼ば
れ珍重されたようです。北千住の問
屋へ日に2回も売りに行ったといい

ます。しかし、干拓に
よる内水面の縮小と沼
の汚染により「手賀沼ウナ
ギ」の看板も下ろすより仕
方がなくなりました。
また、水鳥の宝庫だった
手賀沼では、昭和17年まで
鴨猟も行われていました。
※写真は深山正巳氏撮影

平成16年（2004年）10月15日 平成16年（2004年）10月15日⑤ 第1227号 第1227号 ④

　その昔、手賀沼周辺は四季折々の情景を持ち、「北の鎌倉」ともいわれ、志賀直哉
や武者小路実篤など多くの文人・墨客が住んでいました。近年ではその水質も改善
されてきてはいるものの、「日本一汚れた沼」という不名誉な記録があったのも事実
です。今回はその時代時代の人々の暮らしと手賀沼とのかかわりを、50年という枠
を超えて江戸時代の干拓されていたころから振り返ります。

江
戸
時
代
の
干
拓
は
水

害
と
の
戦
い

　

手
賀
沼
は
約
千
年
前
に
は
太

平
洋
か
ら
細
長
く
入
り
込
ん
だ

「
香
取
海
」
の
入
り
江
の
一
つ

で
「
手
下
浦
」
と
呼
ば
れ
、
現

在
の
印
旛
沼
や
霞
ケ
浦
と
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
初
期
、
東
京
湾
に
注
い
で
い

た
利
根
川
の
流
れ
を
東
に
変

え
、
銚
子
方
面
へ
流
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
利
根
川
に
よ 

っ
て
運
ば
れ
た
土
砂
が
た
い
積

し
手
賀
沼
の
湖
沼
化
が
進
み
ま

し
た
。
干
拓
前
の
手
賀
沼
は

「
つ
」
の
よ
う
な
形
の
大
き
な

沼
（
別
掲
）
で
し
た
。

　

三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
こ
ろ

か
ら
、
よ
り
多
く
の
年
貢
を
取

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
沼
沢

の
開
墾
と
新
田
開
発
が
奨
励
さ

れ
、
干
拓
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
当
時
、
幕
府
の
財
政

の
基
礎
は
農
民
か
ら
取
り
立
て

る
年
貢
で
す
。
八
代
将
軍
吉
宗

の
と
き
に
は
「
土
地
を
見
付
け

て
新
田
に
し
た
も
の
に
は
、
そ

こ
か
ら
取
り
立
て
る
年
貢
の
十

分
の
一
を
一
生
支
給
す
る
」
と

い
う
お
触
れ
が
出
た
ほ
ど
で

す
。
こ
れ
に
い
ち
早
く
目
を
つ

け
た
の
が
江
戸
の
豪
商
た
ち
で

し
た
。

　

こ
の
時
代
、
手
賀
沼
干
拓
は

江
戸
商
人
・
海
野
屋
作
兵
衛
が

中
心
に
な
り
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
洪
水
で
工
事
は
水
泡
に
帰

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
明
治
以

降
も
、
何
度
か
工
事
は
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
で

完
成
を
見
ず
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。国

の
直
轄
工
事
と
し
て

大
き
く
進
展

　

昭
和
に
入
り
、
手
賀
沼
沿
岸

は
、13
年
・
16
年
の
二
度
に
渡
っ

て
二
百
年
来
と
い
わ
れ
る
洪
水

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
沿
岸
の

人
家
や
田
畑
が
こ
と
ご
と
く
水

没
し
、
そ
の
期
間
は
数
十
日
間

に
も
及
び
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

沿
岸
の
人
々
は
政
府
に
対
し
て

治
水
・
干
拓
の
陳
情
を
力
強
く

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
は
第
二
次
世

界
大
戦
に
敗
れ
ま
す
。
敗
戦
に

よ
り
日
本
経
済
は
か
つ
て
な
い

混
乱
・
食
糧
不
足
に
陥
り
ま
し

た
。
街
は
失
業
者
で
あ
ふ
れ
、

社
会
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

政
府
は
「
職
と
食
」
を
同
時
に

解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
昭
和

20
年
10
月
に
手
賀
沼
の
干
拓
計

画
を
閣
議
決
定
し
ま
す
。
翌
21

年
か
ら
は
農
林
省
の
直
轄
工
事

と
し
て
本
格
的
に
干
拓
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
森
口
（
Ｊ
Ｒ
成
田
線
・
木

下
駅
近
く
）
に
排
水
機
場
を
設

け
、岡
発
戸
新
田
（
我
孫
子
市
）

か
ら
柳
戸（
沼
南
町
）に
向
か
っ

て
堤
を
築
い
て
、
手
賀
沼
を
東

西
半
分
に
区
切
り
、
比
較
的
浅

い
東
側
の
水
を
く
み
出
し
ま
し

た
。
そ
し
て
約
五
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
が
新
た
に
造
成
さ

れ
、
水
門
排
水
機
場
を
六
カ
所

に
設
け
て
完
全
な
か
ん
が
い
を

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
約

二
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田

が
か
ん
が
い
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
工
事
は
お
よ
そ
二
十
年
の
歳

月
を
か
け
、
昭
和
43
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
沼
の
大
き
さ
は
江

戸
時
代
か
ら
比
べ
る
と
お
よ
そ

五
分
の
一
に
な
り
ま
し
た
が
、

三
百
年
に
渡
り
繰
り
広
げ
ら
れ

て
き
た
沼
と
人
間
の
営
み
と
の

戦
い
に
、
一
つ
の
成
果
を
見
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。　

都
市
化
と
と
も
に
汚
濁

が
進
行

昭
和
29
年
の
市
制
施
行
当

時
、
約
四
万
人
だ
っ
た
柏
市
の

人
口
も
光
ケ
丘
団
地
・
豊
四
季

台
団
地
な
ど
の
大
型
団
地
の
建

設
や
、
都
心
か
ら
二
十
数
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
立
地
条
件
を

生
か
し
て
、
都
心
へ
通
勤
す
る

か
た
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
口
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
は
洗
濯
に
使
う
合
成
洗
剤

が
登
場
し
、
ど
の
家
庭
で
も
一

般
的
に
使
わ
れ
は
じ
め
ま
し

た
。
人
口
の
急
増
に
下
水
道
の

整
備
も
追
い
つ
か
な
か
っ
た
た

め
、
こ
の
合
成
洗
剤
を
含
ん
だ

排
水
が
直
接
、
大
堀
川
や
大
津

川
に
流
れ
、
最
終
的
に
手
賀
沼

へ
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

柏
市
は
他
市
町
に
比
べ
手
賀

沼
に
接
し
て
い
る
面
積
は
小
さ

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
汚
濁
原

因
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
二
つ
の

川
か
ら
流
れ
込
む
窒
素
や
リ
ン

を
含
む
生
活
排
水
で
し
た
。

昭
和
49
年
に
は
環
境
庁
（
当

時
）
の
行
う
全
国
湖
沼
水
質
汚

濁
状
況
調
査
で
「
全
国
で
一
番

汚
い
沼
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
以
後
平
成
12
年
ま
で
二 

十
七
年
間
こ
の
不
名
誉
な
記
録

が
続
き
ま
す
（
別
掲
）。

草
の
根
の
浄
化
活
動
が

法
律
改
正
の
モ
デ
ル
に

こ
の
間
、
市
民
に
よ
る
自
主

的
な
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
51
年
に
行
わ
れ

た
大
堀
川
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

に
は
、
六
百
人
が
参
加
。
同
じ

目
的
の
作
業
に
こ
れ
ほ
ど
多
数

の
市
民
が
参
加
し
た
の
は
柏
市

始
ま
っ
て
以
来
の
出
来
事
で
し

た
。川

や
湖
沼
・
海
の
水
質
汚
濁

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民

の
健
康
を
守
り
、
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
目
的
と
し
て
「
水

質
汚
濁
防
止
法
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
工
場
や
大
規
模

な
浄
化
槽
な
ど
事
業
所
か
ら
の

排
水
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
手
賀

沼
な
ど
水
の
入
れ
替
え
が
で
き

に
く
い
湖
沼
や
湾
で
は
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水
に
よ

る
水
質
の
汚
れ
が
進
み
、
と
う

と
う
汚
れ
の
原
因
の
七
割
以
上

を
生
活
排
水
が
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
２
年
に
こ
の
法
律
が
改
正

さ
れ
、
生
活
排
水
も
規
制
対
象

に
な
り
、
行
政
や
市
民
の
責
務

が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
改
正
の
原
動
力

に
な
っ
た
の
が
、
手
賀
沼
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
ク
リ
ー
ン
ピ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
の
市
の
啓
も
う

活
動
、
環
境
庁
か
ら
の
二
度
に

渡
る
生
活
排
水
対
策
モ
デ
ル

都
市
指
定
、
昭
和
58
年
か
ら
市

民
と
継
続
し
て
き
た
「
家
庭
で

で
き
る
浄
化
対
策
（
別
掲
「
き

れ
い
な
手
賀
沼
を
み
ん
な
の
手

で
」
参
照
）」
な
ど
の
取
り
組

み
で
し
た
。

利
根
川
の
水
を
注
入

浄
化
対
策
に
画
期
的
な
影

響
を
与
え
た
の
が
着
工
か
ら

二
十
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
平

成
12
年
に
完
成
し
た
「
北
千
葉

導
水
路
」
で
す
。
利
根
川
か
ら

手
賀
沼
・
大
堀
川
・
坂
川
（
松

戸
市
）
を
通
り
、
江
戸
川
へ
続

く
二
十
八
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
水
路
で
、
戸
張
に
あ
る
第
二

機
場
（
写
真
）
か
ら
は
毎
秒
最

大
十
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
が
手

賀
沼
に
注
入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
影
響
が
大
き
く
、
平
成

13
年
の
全
国
湖
沼
水
質
汚
濁
状

況
調
査
で
は
最
下
位
を
脱
し
、

14
年
は
ワ
ー
ス
ト
九
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
環

境
基
準
に
比
べ
る
と
ま
だ
十
分

に
は
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

台
風
と
梅
雨
前
線
の
豪
雨
に
よ
る

洪
水
が
起
き
る

水
田
・
民
家
な
ど
甚
だ
し
い
被
害

を
受
け
る

県
営
手
賀
沼

渡
船（
沼
南

手
賀
〜
我
孫

子
）が
開
設

無
料
で
運
行

さ
れ
行
商
の

か
た
の
貴
重

な
足
だ
っ
た

小
学
校
の
先

生
・
児
童
十

八
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
水
難
事
故
が
発
生

市
制
施
行
さ
れ
る

手
賀
大
橋（
旧
）完
成

橋
の
完
成
で
渡
船
は
廃
止

こ
の
こ
ろ
か

ら
ア
オ
コ
が

発
生

ア
オ
コ
の
死

が
い
に
よ
る

悪
臭
も…

農
林
省
直
轄

の
手
賀
沼
干
拓
事
業
が
し
ゅ
ん
工

「
全
国
で
一
番
汚
れ
た
沼
」に

以
降
二
十
七
年
連
続
ワ
ー
ス
ト

手
賀
沼
の
ヘ
ド
ロ
し
ゅ
ん
せ
つ
が

始
ま
る

リ
ン
や
窒
素

を
吸
収
す
る

ホ
テ
イ
ア
オ

イ
を
植
え
て

の
浄
化
が
始

ま
る

北
千
葉
導
水
路
事
業
に
よ
る
本
格

注
水
が
始
ま
る

手
賀
大
橋
完
成

旧
橋
が
架
か
っ
て
い
た
出
州（
で

ず
）を
撤
去
し
、沼
の
流
れ
を
良
く

し
水
質
改
善
に
も
好
影
響

沼
の
水
質「
全
国
ワ
ー
ス
ト
」の
汚

名
を
返
上

平
成
14
年
は「
ワ
ー
ス
ト
９
」

29年
40年 39年59年 49年

昭和13年
・16年43年

■手賀沼をめぐる主な出来事（昭和～平成）

18年
平成
12年 51年 19年13年

手賀沼

道の駅
しょうなん

手賀大橋

柏町営水
泳場跡

北千葉導水
路第2機場

大津川

大堀川

柏市
沼南町

我孫子市

岡発戸

柳戸

このあた
りから東
側が干拓
された

手賀沼フィッシ
ングセンターハス群生地

ふれあい緑道
（整備中）

広 さ
水 の 量
水 深
沼 の周 囲
排水を流して
い る 地 域
流 域 面 積
流 域 人 口
下水道普及率

6.5㎢（東京ディズニーランドの約14倍）
560万㎥（東京ドームの約5杯分）
平均0.86ｍ　最大3.8ｍ
38km（JR我孫子駅から東京駅ぐらい）
松戸市・柏市・流山市・我孫子市・鎌ケ谷市・
印西市・白井市・沼南町・本埜村
148.85㎢
約48万3千人（平成15年度）
75.91％（平成15年度）

■手賀沼概況
N

手
賀
沼
の
魅
力
再
発
見

　

▼
手
賀
沼
花
火
大
会　

昭
和

62
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
浄
化
を
願
い
我
孫
子
市 

・
沼
南
町
と
の
合
同
で
毎
年

一
万
六
千
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す

　

▼
二
十
一
世
紀
手
賀
沼
八
景

　

平
成
12
年
に
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
八
カ

所
の
美
し
い
景
色
を
「
二
十
一

世
紀
手
賀
沼
八
景
」
と
し
て
選

定
し
ま
し
た
。市
内
か
ら
は「
柏

ふ
る
さ
と
公
園
」
と
「
大
津
川

河
口
付
近
」
の
景
色
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
は
手
賀
大
橋

か
ら
見
る
風
景
（
我
孫
子
市
）

や
ハ
ス
群
生
地
（
沼
南
町
）
な

ど
、
ど
れ
も
美
し
い
眺
望
と
風

情
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す

　

▼
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
緑
道

千
葉
県
で
は
手
賀
沼
の
し
ゅ
ん

せ
つ
土
を
利
用
し
て
、
北
柏

橋
〜
沼
南
町
手
賀
曙
橋
の
約

九
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
「
手

賀
沼
ふ
れ
あ
い
緑
道
」
と
し

て
整
備
中
。
遊
歩
道
な
ど
柏

市
部
分
は
完
成
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
こ
こ
で
「
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
手
賀

沼
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
も
今
年

で
十
回
目
。
今
や
八
千
人
が
参

加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
平

成
８
年
・
10
年
・
12
年
に
は
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
女
子

マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
の
高
橋
尚

子
選
手
も
参
加
し
ま
し
た

　

こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
手
賀
沼
・
大
堀
川

な
ど
の
清
掃
な
ど
、
手
賀
沼
を

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
再
生

し
よ
う
と
す
る
活
動
は
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

遊び「タマッケ」採り
　昭和20年代、手賀沼では「タマッケ」とい
う貝がいくらでも採れたといいます。「タマッ
ケ」とはカラス貝のこと。子どもたちは浅瀬
でひざまで水につかり手を伸ばして採ったり、
舟の上から竹笹を開いている貝の中に差し込

み、貝が驚いて閉じ
たところをそっと引
き上げて採ったりし
ます。それこそ、子
どもたちの楽しい遊
びでした。30センチ
メートルもの大きな
貝もあり、食用にも
なっていました。

幻の柏町営水泳場
手賀沼の戸張下あたりは、
遠浅でしかも砂地であったた
め、夏になると多くの子ども
たちでにぎわいました。そこ
で昭和27年に町営水泳場とし
てオープン。監視員を置き、
丸太で飛び込み台を作った
り、水泳の指導を行ったりも
しました。手賀沼はまさに大
自然のプールでした。しかし、
昭和30年に水質の悪化のため廃止されました。

　

昭
和
19
年
11
月
22
日
は
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。

当
時
私
は
十
九
歳
で
千
葉
に
下
宿
し
て
い
て
、

手
賀
沼
の
河
岸
に
は
常
時
、
舟
を
置
い
て
い
ま

し
た
。
午
後
４
時
半
ご
ろ
実
家
に
帰
ろ
う
と
船

置
き
場
に
行
く
と
、
晩
秋
の
薄
暗
い
中
で
一
際

明
る
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ば
へ
行
く

と
、
驚
い
た
こ
と
に
数
多
く
の
女
性
の
水
死
体

が
、
照
明
に
照
ら
さ
れ
並
べ
ら
れ
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
聞
け
ば
正
午
少
し
前
、
手
賀

渡
船
場
前
で
、
渡
し
舟
の
転
覆
に
よ
る
水
難
事

故
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
事
故
で
、

教
員
十
六
人
と
二
歳
の
男
児
・
小
学
生
の
女
児

計
十
八
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
教
員
の
う
ち

二
人
は
校

長
と
教
頭

の
男
性
、

十
四
人
は

ほ
と
ん
ど

が
若
い
女

性
教
員
で

し
た
。
手
賀
渡
船
場
ま
で
あ
と
二
百
メ
ー
ト
ル

と
い
う
と
こ
ろ
で
東
風
の
突
風
が
吹
き
荒
れ
、

乗
っ
て
い
た
舟
に
水
が
入
り
、
慌
て
た
教
員
た

ち
は
連
な
っ
て
い
た
隣
の
舟
に
乗
り
移
っ
た
と

こ
ろ
、
重
心
を
失
っ
た
舟
は
転
覆
し
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
水
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
無
医
村
で
、
医
者
が
駆
け
つ

け
た
の
は
午
後
四
時
過
ぎ
。
こ
の
こ
と
も
事
故

死
を
多
く
し
た
一
因
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
私
は
医
者
を
志
し
、
そ
の
道
の

学
校
に
合
格
し
た
の
で
す
が
、
入
学
前
に
柏
市

富
勢
に
あ
っ
た
東
部
第
十
四
部
隊
へ
現
役
召
集

さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
は
大
学
の
法
学
部
に
入

学
し
、
卒
業
の
年
に
手
賀
沼
の
干
拓
問
題
が
起

き
た
た
め
、
そ
の
補
償
問
題
で
当
時
手
賀
沼
漁

業
協
同
組
合
長
だ
っ
た
父
に
呼
び
出
さ
れ
、
今

や
二
代
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
過
渡
期

に
生
き
た
者
の
宿
命
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
漁
業
協
同
組
合
組
合
長

深
山　

正
巳
さ
ん

手賀沼の悲劇

手賀沼フィッシ
ングセンターに
ある手賀沼水難
者の慰霊観音像

水遊びができる手賀沼に

美しい手賀沼を愛する
市民の連合会会長
田口　迪夫さん　

▶「流し」にはろ紙袋をつけた三角コーナーを
置き、これに調理くずなどを入れましょう
▶食器や鍋などの油や汚れは古布や古紙など
で良く拭き取ってから洗いましょう
▶米のとぎ汁は植木にまいたり、無洗米を
使ったりして、流しに流さない工夫を
▶石けんか無リンの洗剤を使用し、使用量を
できるだけ減らしましょう
▶沈でん槽を設け、側溝もあわせて定期的に
清掃しましょう
▶浄化槽は正しく管理しましょう
▶ディスポーザー（台所用生ごみ粉砕器）は使
用しないようにしましょう

こうすれば生活排水の汚れを30％削減

きれいな手賀沼をみんなの手で

ウナギ鎌　泥に
入って冬眠して
いるウナギを引
っ掛けて採る

筒　沼底に沈
め中に入った
魚を採る

　
「
美
し
い
手
賀
沼
を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
」

は
平
成
７
年
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る

市
民
団
体
同
士
が
「
手
賀
沼
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
集
ま
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。
今
で
は
二
十
団

体
以
上
が
会
員
で
す
。
川
や
沼
の
浄
化
を
す
る

団
体
だ
け
で
な
く
、
短
歌
や
俳
句
を
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
大
堀
川
の
水
辺
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
の

活
動
に
参
加
し
た
と
き
に
は
毎
回
の
よ
う
に
、

川
の
中
に
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
冷
蔵
庫
な

ど
の
家
電
製
品
が
い
く
つ
も
捨
て
て
あ
る
の

で
す
。
引
き
上
げ
る
の
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。
大
津
川
も
捨
て
ら
れ
る
ご
み
が
多
い
で
す

ね
。
大
津
川
は
釣
り
人
も
多
い
の
で
、
最
近
は

親
子
で
参
加
で
き
る
釣
り
の
マ
ナ
ー
教
室
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
う
一
度
き
れ
い
な
手
賀
沼
を
取
り
戻
せ

た
ら
」
そ
の
思
い
は
皆
一
緒
で
す
。
た
だ
し
、

昔
の
よ
う
な
沼
に
戻
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

人
口
も
今
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
の
で
す

か
ら
（
笑
）。
今
の
状
況
で
み
ん
な
が
で
き
る

範
囲
で
手
賀
沼

の
こ
と
を
考
え

る
。
子
や
孫
の

た
め
に
、
で
き

る
こ
と
か
ら
や

ろ
う
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
々

が
手
賀
沼
の
水

辺
で
遊
ぶ
こ
と

の
で
き
る
水
質

の
実
現
を
目
指

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
は
マ
ッ
プ
で
散
策
。
企

画
調
整
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
三
階
）
で
配
布
中

柏の50年～手賀沼編特集

　生活の糧を得る場
として、楽しい遊び
場として親しまれ
ていた手賀沼も市制施行後は、人口急増に伴う生活排
水の影響などで、日本一汚れた沼として有名になって
しまいました。貴重な手賀沼という資源を汚してきた
のは手賀沼の長い歴史の中のほんのわずかな期間です。
いつの時代にも沼はただそこにあるだけ。周囲で暮ら
す人々の暮らし方が変わってきたのです。これから先、
かつてのような美しい手賀沼を再生させ後世代へ受け
継ぐために、何ができるのか。沼は今日も人々の暮ら
しを見つめています。

あとがき

撮影・阿曽喜久司氏

撮
影
・
楽
園
社
写
真
場
廣
幡
建
美
氏

②水質汚濁そして浄化へ向けて

北
千
葉
導
水
路
第
二
機

場
（
写
真
右
下
か
ら
沼

へ
注
水
さ
れ
ま
す
）

■手賀沼の今昔
享保年間（18世紀前半）
現在手賀沼

下手賀沼

0
5
10
15
20
25
30

国の環境基準

S49 H12 H15

（mｇ/�）

■手賀沼の汚れ（COD の年平均値）

COD＝化学的酸素要求量といい、湖沼の汚れの
程度を表し、数値が大きいほど汚れている

北千葉導水
路完成

S42

全国で 1番
汚れた沼に

ワースト
脱却

（年）

①現在の手賀沼ができるまで

10月24日㈰午前9時半～正午
（小雨決行・荒天の場合30日に延
期、30日も荒天の場合は中止）
北千葉導水路第2機場ビジターセン
ター付近（柏会場）
柏ふるさと公園～大津川河口ひどり
橋の手賀沼畔のごみを収集します
当日、会場へ直接

手賀沼統一クリーンデイ

と き

集合場所

内 容

申し込み
問手賀沼統一クリーンデイ実行委員会 ☎7172－6129

柏・我孫子・沼南合同でお掃除しませんか！

③みんなが集まる手賀沼へ

セピア色の思い出…

昭和28年就航の渡船「中秋丸
（右）」撮影・阿曽喜久司氏

アオコの中を泳ぐ水鳥
～「手賀沼年表」から



生
き
が
い
発
見
セ
ミ
ナ

ー

　

と
き　

11
月
５
日
（
金
）・

６
日
（
土
）・
12
日
（
金
）・
20

日
（
土
）・
26
日
（
金
）、
12
月

３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
正
午
（
計
七
回
）

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ほ
か

　

対
象　

市
内
在
住
の
成
人
の

か
た
、
先
着
三
十
人

　

内
容　

池
松
亮
子
氏
に
よ
る

い
び
き
に
つ
い
て
の
講
話
、
生

命
保
険
に
つ
い
て
、
新
撰
組
の

歴
史
の
館
外
学
習
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

10
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

　

問
中
央
公
民
館
☎
７
１
６
４

│
１
８
１
１

住
宅
改
修
・
福
祉
用
具

講
習
会

　

と
き　

11
月
15
日
（
月
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
住
宅
改

修
業
者
・
福
祉
用
具
取
り
扱
い

業
者
、
三
十
人
程
度

　

内
容　

浴
室
・
ト
イ
レ
を
中

心
と
し
た
住
宅
改
修
の
ポ
イ
ン

ト
、
事
例
検
討
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
等

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

10
月
18
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
直
接
※
初
め
て
の
か
た

を
優
先

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
・
℻
７
１
６
３
│
９
３
５

３
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

「
思
春
期
の
子
ど
も
と
向

き
合
う
」

　

と
き　

11
月
９
日
〜
12
月
７

日
の
毎
週
火
曜
日
（
11
月
23
日

を
除
く
）、
12
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
半
〜
11
時
半
（
計
五

回
）

　

と
こ
ろ　

新
富
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
で
小
学
生

以
上
の
子
を
持
つ
保
護
者
、
先

着
三
十
人

　

内
容　

子
ど
も
の
本
音
、「
Ｃ

Ａ
Ｐ
っ
て
何
？
」、
手
打
ち
そ

ば
教
室

　

費
用　

無
料
（
材
料
費
は
実

費
）

　

申
し
込
み　

10
月
19
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

　

問
新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
４
５
│
１
９
４
５

講
演
「
自
然
と
調
和
し
た

東
洋
医
学
（
漢
方
医
学
）

を
知
ろ
う
」

　

と
き　

11
月
17
日
（
水
）
午

後
２
時
半
〜
４
時
半

　

と
こ
ろ　

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ

ま
す
お

　

対
象　

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
五
人

　

内
容　

千
葉
大
学
柏
の
葉
診

療
所
所
長
喜
多
敏
明
氏
の
講
演

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

10
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
ほ
の
ぼ
の
プ

ラ
ザ
ま
す
お
へ
電
話
か
直
接

　

問
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

☎
７
１
７
０
│
５
５
７
０

蕎
麦
（
そ
ば
）
道
場

　

と
き　

11
月
24
日
（
水
）・

25
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

　

と
こ
ろ　

光
ケ
丘
近
隣
セ
ン

タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

各
回
十
六
人

　

内
容　

プ
ロ
の
指
導
で
そ
ば

打
ち
を
し
ま
す

　

費
用　

五
百
円
（
材
料
費
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
蕎
麦
道
場
希
望
」
と
明
記
し
、

希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０

６
２
光
ケ
丘
団
地
二
〇
〇
│
五

光
ケ
丘
近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
、
10

月
25
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

昨
年
受
講
さ
れ
た
か
た
は
応
募

で
き
ま
せ
ん

　

問
光
ケ
丘
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
７
５
│
０
０
３
３

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
「
生
き
が
い
健
康
づ

く
り
講
座
」

　

と
き　

11
月
７
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

　

と
こ
ろ　

千
葉
県
教
育
会
館

（
千
葉
市
）

　

対
象　

お
お
む
ね
四
十
歳
以

上
の
か
た
、
先
着
百
人

　

内
容　
「
健
康
・
幸
せ
一
番

人
生
バ
ン
ザ
イ
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
な
ど

　

費
用　

無
料

　

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
長
寿
グ
ル
ー
プ
☎
０
４
３
│

２
２
１
│
７
４
４
８

福
祉
に
関
す
る
標
語
・
作

文
・
ポ
ス
タ
ー
展

　

と
き　

①
10
月
18
日
（
月
）

〜
22
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、
②
10
月
26
日
（
火
）

〜
11
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時

〜
午
後
８
時
（
１
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

　

と
こ
ろ　

①
＝
市
役
所
第
二

庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
、
②
＝
そ
ご

う
柏
店
八
階
連
絡
通
路

　

問
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

７
１
６
３
│
９
０
０
１

柏
寿
荘
ま
つ
り

　

と
き　

10
月
24
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
10
分

　

と
こ
ろ　

柏
寿
荘

　

内
容　

陶
芸
作
品
の
展
示
・

即
売
・
一
日
体
験
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

交
通　

無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

《
行
き
》
柏
駅
東
口
企
業
バ
ス

停
発
＝
午
前
９
時
半
、《
帰
り
》

柏
駅
東
口
企
業
バ
ス
停
行
き
＝

午
後
３
時
半

　

そ
の
他　

10
月
22
日
（
金
）・

25
日
（
月
）
は
休
館
し
ま
す
※

10
月
23
日
（
土
）
は
展
示
作
品

の
見
学
可（
バ
ス
は
出
ま
せ
ん
）

　

問
柏
寿
荘
☎
７
１
３
１
│
９

５
１
１

農
協
ま
つ
り

　

①
柏
市
農
協
〔
会
場
は
柏
市

農
協
高
田
倉
庫
☎
７
１
４
５
│

３
９
０
５
（
高
田
三
六
二
）〕

　

と
き　

10
月
30
日
（
土
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
２
時
※
雨
天

決
行

　

内
容　

野
菜
即
売
、
紅
白
も

ち
（
二
百
組
）・
カ
ブ
（
五
十
束
）

の
無
料
配
布
（
先
着
順
）
な
ど

　

②
田
中
農
協
☎
７
１
３
１
│

４
１
４
１
（
大
室
一
〇
九
五
）

　

と
き　

11
月
３
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
※
雨
天
時

は
４
日
（
木
）
に
延
期

　

内
容　

野
菜
・
花
の
即
売
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
ビ
ン

ゴ
大
会
な
ど

　

問
各
農
業
協
同
組
合
・
会
場

外
国
人
施
設
見
学
会

　

と
き　

11
月
12
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
半

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
外
国
人
の
か
た
、
先
着

二
十
人

　

コ
ー
ス　

柏
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど

　

費
用　

無
料
（
昼
食
代
は
実

費
）

　

集
合
場
所　

市
役
所
第
二
庁

舎
一
階
ロ
ビ
ー

　

申
し
込
み　

10
月
18
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
国
際
交
流
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
三
階
）
へ

電
話
か
直
接

　

そ
の
他　

英
語
・
中
国
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
の
通
訳
あ
り

　

問
国
際
交
流
室
☎
７
１
６
７

│
０
９
４
１

　

民
謡
で
い
き
い
き　

10
／
29
〜

11
／
26
の
毎
㈮
13
時
〜
15
時
、
ほ

の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
。
六
十
歳

〜
、初
心
者
、先
着
三
十
人
。無
料
。

菊
地
☎
７
１
７
２
│
５
２
５
９

　

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト　

10
／
31
の
９
時
〜
14
時
半
、

柏
の
葉
公
園
第
一
駐
車
場
。
関
根

☎
０
８
０
│
１
１
９
４
│
６
９
４

４
　

森
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
オ
カ

リ
ナ
等
）　

10
／
23
の
14
時
〜
15

時
半
（
雨
天
24
日
）、
中
原
ふ
れ

あ
い
防
災
公
園
隣
接
林
。三
百
円
。

郡
司
☎
７
１
７
３
│
７
４
５
６

　

東
葛
シ
ネ
マN

ig
h
t　

10
／

19
の
18
時
半
〜
21
時
、
市
民
文
化

会
館
。ゲ
ス
ト
哀
川
翔
。「
カ
ロ
ン
」

試
写
。
千
三
百
円
。
秋
元
☎
０
８

０
│
５
４
６
７
│
２
２
２
７

　

苅
谷
俊
介
考
古
見
聞
会　

10
／

18
の
18
時
半
〜
20
時
半
、
寺
島
文

化
会
館
。「
壬
申
の
乱
〜
」。
二
千

円
（
教
材
費
）。
吉
田
☎
７
１
７

３
│
８
４
６
７

　

耳
の
不
自
由
な
仲
間
と
交
流
し

ま
せ
ん
か　

10
／
22
の
13
時
半
〜

15
時
半
、
中
公
。
手
話
学
習
、
手

話
コ
ー
ラ
ス
。
無
料
。
長
谷
川
☎
・

℻
７
１
３
２
│
３
２
０
４

　

木
目
込
人
形
講
習
会
〜
来
年
の

干
支
（
酉
）　

10
／
24
・
31
の
12

時
半
〜
14
時
半
、
豊
四
季
台
近
セ

（
計
二
回
）。
二
千
七
百
円
。
小
西

☎
７
１
４
３
│
５
３
６
４

　

バ
ザ
ー　

10
／
24
の
10
時
〜
14

時
、
柏
楽
園
ふ
る
さ
と
会
館
。
バ

ザ
ー
・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
等
。

不
用
品
随
時
募
集
中
。
工
藤
☎
・

℻
７
１
７
２
│
８
７
５
３

　

利
根
運
河
の
ヒ
シ
刈
り
と
食
味

会　

10
／
23
の
９
時
〜
13
時
半
、

利
根
運
河
周
辺
。
百
人
。
三
百
円
。

着
替
え
、
お
わ
ん
、
軽
食
等
持
参
。

保
田
☎
７
１
７
２
│
２
９
８
５

　

講
演
会
「
教
育
荒
廃
の
現
状
と

改
善
策
」　

10
／
24
の
14
時
〜
16

時
半
、中
公
。
五
百
円
。
小
野
☎
・

℻
７
１
７
３
│
９
８
８
２

　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
の
バ
ザ
ー　

10
／
17
の
10
時
半
〜
12
時
半
、
さ

か
い
ね
幼
稚
園
。廃
油
せ
っ
け
ん
、

手
作
り
品
、
古
着
、
日
用
品
等
。

髙
橋
☎
７
１
３
９
│
０
８
７
１

　

柏
蘭
友
会
「
秋
の
洋
蘭
展
」　

10
／
30
・
31
、
11
／
２
・
３
の
10

時
〜
16
時
、
柏
の
葉
公
園
緑
の
相

談
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
矢
沢

☎
７
１
４
５
│
６
８
３
０

　

コ
ー
ル
ヴ
ォ
ン
ネ
定
演（
ソ
ロ
・

オ
ケ
付
き
）　

10
／
22
の
19
時
〜

20
時
40
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
フ
ォ

ー
レ
ク
・
ベ
ス
ペ
レ
。
二
千
円
。

原
田
☎
７
１
６
４
│
７
５
０
７

　

席
書
会　

10
／
31
の
９
時
〜
12

時
、
柏
一
小
。
小
・
中
学
生
。
五

百
円
。
書
道
道
具
持
参
。
鎌
賀
☎

７
１
４
８
│
１
０
６
３

　

大
人
の
ピ
ア
ノ
「
羽
衣
会
」　

第
二
・
四
㈮
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

六
十
歳
〜
、
初
心
者
。
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
。
○入
千
円
、㊊
四
千
円
。

杉
山
☎
７
１
６
６
│
１
９
４
０

　

油
絵
「
三
木
会
」　

第
三
㈭
10

時
、
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

㊊
千
円
。
髙
島
☎
７
１
７
４
│
０

１
６
２

　

少
年
野
球
「
柏
ヤ
ン
ガ
ー
ズ
」

毎
㈯
・
㈰
・
祝
日
10
時
、
柏
五
小

ほ
か
。
市
内
の
小
学
生
。
○入
三
千

円
、
㊊
千
五
百
円
。
福
間
☎
７
１

６
４
│
２
７
１
２

　

氣
功
ク
ラ
ブ　

毎
㈬
12
時
、
高

田
近
セ
。
○入
千
円
、
㊊
三
千
円
。

髙
坂
☎
７
１
４
３
│
１
４
７
３

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン「
エ
ン
ド
レ
ス
」

毎
㈫
11
時
、
北
部
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
㊊
二
千
円
。
コ
ー
チ
指
導

あ
り
、
見
学
歓
迎
。
谷
☎
７
１
４

５
│
２
７
１
５

　

詩
吟
「
柏
風
会
」　

毎
㈮
12
時
、

増
尾
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。
○入
千

円
、
㊊
二
千
円
。
中
山
☎
７
１
７

３
│
１
４
６
３

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、 ＝入会金、 ＝月会費、 ＝年会費

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

平成16年（2004年）10月15日 第1227号 ⑥

講座名 と　き 対　象 申し込み内　容

11月6日㈯午後1時半～4
時半

①エクセルで便利
な住所録を作ろ
う講座

市内在住・在勤で、文
字入力が十分できるか
た、25人
市内在住・在勤で、パソ
コン初心者のかた、25人

市内在住の小学生と保
護者、15組30人

市内在住・在勤で、文書
作成ができるかた、25人

エクセルを使い、住所
録の文字入力の方法
を学びます

11月14日㈰・21日㈰午前9
時半～午後0時半（計2回）

④エクセル初心者
コース

エクセルの基本を表の
作成を通して学びます

11月13日㈯・20日㈯午後1
時半～4時半（計2回）

②初心者のインター
ネット・メール教室

パソコンやインターネット・
メールの基礎を学びます

市内在住・在勤で、文字
入力ができるかた、各講
座25人

11月15日㈪午前9時半
～午後0時半

⑤ワードで作る年
賀状講座

ワード等で年賀状を作り
ます

11月13日～来年3月19日
の毎月第2・第3土曜日
午前9時半～午後0時半
（計10回）

③親子パソコン教
室

インターネットや、グリーテ
ィングカード・写真入り
名刺作りなどを学びま
す

11月15日㈪午後1時半
～４時半

⑥年賀状・カレンダ
ー作成講座

ワードで年賀状・オリジ
ナルカレンダーを作ります

各講座ごとに、往復はが
きに希望講座名を明記
し、住所・氏名（③は保護
者と児童）・年齢（③は児
童の学校名と学年も）・電
話番号と返信面のあて先
を書いて、〒277－0005
柏5丁目8－12　柏市中
央公民館へ、①・②・④
は10月25日㈪、③・⑤・⑥
は10月28日㈭までに郵送
で（必着）※応募は1講座
につき1人1通。応募者多
数の場合は抽選。①・
②・④は以前に受講され
たかたは応募できません

問中央公民館 ☎7164－1811

※会場は③は柏一小（来年1月15日は中央公民館）、その他は中央公民館。
費用は無料。②を除き、DOS－Vの初期化したフロッピーディスク1枚（③は
2枚）と⑥は年賀状用の写真1枚の持参を。講師はパソコンボランティア■中央公民館のパソコン講座



　

柏
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
一
・
三
㈰
と
平
日
午
後
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
。
弦
楽
器
か
ピ

ア
ノ
が
弾
け
る
か
た
。㊊
五
百
円
。

坂
元
☎
７
１
７
２
│
８
１
０
９

　

一
人
で
着
物
を
着
て
み
ま
せ
ん

か
「
歴
史
風
俗
研
究
会
」　

第
二
・

四
㈯
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
め

て
の
か
た
。
無
料
。
小
川
☎
７
１

６
４
│
５
１
２
０

　

柏
合
奏
サ
ー
ク
ル　

月
二
回
㈭

13
時
半
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

楽
器
は
問
わ
ず
。
○入
二
千
円
、
㊊

二
千
五
百
円
。
竹
中
☎
７
１
４
８

│
７
１
４
０

　

柏
話
し
方
サ
ー
ク
ル「
明
話
会
」

第
一
・
三
㈭
18
時
半
、
寺
島
文
化

会
館
・
中
公
。
○入
二
千
円
、
㊊
千

円
。
岡
安
☎
７
１
４
５
│
０
４
９

５
　

ラ
ク
ラ
ク
リ
ズ
ム
体
操　

毎
㈯

11
時
15
分
、
旭
東
小
。
初
心
者
、

中
高
年
。
○年
二
千
円
、
一
回
五
百

円
。
無
料
体
験
あ
り
。
内
藤
☎
７

１
４
４
│
６
８
８
９

　

大
正
琴
「
季
の
会
」　

第
二
・

四
㈫
15
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
、中
級
者
歓
迎
。
㊊
三
千
円
。

楽
器
貸
し
出
し
無
料
。
丸
山
☎
０

９
０
│
９
３
７
１
│
７
３
０
０

　

ラ
イ
オ
ン
カ
ラ
オ
ケ　

第
一
・

三
㈫
13
時
、
南
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
。
六
十
歳
以
上
の
女
性
。
㊊

五
百
円
。
原
☎
０
８
０
│
５
０
５

３
│
１
７
９
１

　

つ
く
し
ん
ぼ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

月
三
回
㈬
15
時
、
つ
く
し
が
丘
青

年
館
。
新
旧
歌
謡
。
○入
千
円
、
㊊

三
千
円
。
講
師
指
導
あ
り
。
鱒
渕

☎
７
１
７
４
│
４
６
２
６

　

社
交
ダ
ン
ス
「
ピ
ク
チ
ャ
ー
ス

テ
ッ
プ
」　

毎
㈬
15
時
、
豊
四
季

台
近
セ
。初
心
者
歓
迎
。
○入
千
円
、

㊊
二
千
五
百
円
。講
師
指
導
あ
り
。

木
村
☎
７
１
４
９
│
９
４
９
０

　

社
交
ダ
ン
ス
「
紋
白
蝶
」　

毎

㈭
16
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
㊊
三
千

五
百
円
。
講
師
は
苅
谷
プ
ロ
。
佐

藤
☎
７
１
７
２
│
４
６
１
５

　

新
田
原
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ　

毎
㈮

11
時
半
、
新
田
原
近
セ
。
女
性
。

○入
千
円
、
㊊
二
千
七
百
円
。
橋
☎

７
１
６
６
│
０
９
９
４

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
す
み
れ
ク

ラ
ブ
」　

毎
㈰
９
時
半
か
12
時
半
、

田
中
北
小
。
男
性
も
歓
迎
。
○入
千

円
、
㊊
五
百
円
。
増
田
☎
７
１
３

１
│
３
７
８
４

　

水
墨
・
墨
彩
画
「
墨
絵
会
」　

第
二
・
四
㈬
12
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
初
心
者
可
。
○入
千
円
、
㊊
三

千
円
。講
師
は
日
本
水
墨
院
理
事
。

深
谷
☎
７
１
４
５
│
７
０
７
７

　

和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル　

第

二
㈪
12
時
半
、
田
中
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。
㊊
千
円
。
中
林
☎
７
１

３
４
│
０
４
７
３

　

ペ
ン
習
字
「
竹
葉
会
」　

第
一
・

三
㈭
13
時
、
新
田
原
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。
○入
千
円
、㊊
千
三
百
円
。

柳
井
（
ヤ
ナ
イ
）
☎
７
１
６
６
│

３
０
４
０

　

社
交
ダ
ン
ス
「
藤
ノ
台
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
」　

毎
㈬
19
時
、
藤
心
近

セ
。
○入
二
千
円
、
㊊
三
千
円
。
講

師
は
プ
ロ
。
基
礎
か
ら
指
導
。
井

手
口
☎
７
１
４
６
│
６
９
０
３

　

オ
ー
ク
Ｄ
Ｃ
「
あ
じ
さ
い
サ
ー

ク
ル
」　

第
一
・
三
㈮
19
時
15
分
、

布
施
近
セ
。
中
級
程
度
。
○入
二
千

円
、㊊
四
千
五
百
円
。
プ
ロ
講
師
。

坂
口
☎
７
１
３
３
│
４
２
０
５

　

太
極
拳　

毎
㈫
９
時
半
＝
千
代

田
近
セ
、
毎
㈮
９
時
半
＝
新
田
原

近
セ
。
○入
千
円
、
㊊
二
千
円
。
廣

田
☎
７
１
６
３
│
６
５
５
６
（
18

時
以
降
）

　

書
道
「
霞
会
」　

第
二
・
四
㈮

13
時
、増
尾
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

○入
千
円
、
㊊
千
五
百
円
。
伊
藤
☎

７
１
４
９
│
２
０
０
４

　

粋
な
『
さ
の
さ
』
や
『
奴
さ
ん
』

を
唄
う
会　

第
一
・
三
㈬
16
時
、

松
葉
近
セ
。
初
心
者
可
。
㊊
二
千

円
。
三
味
線
の
伴
奏
あ
り
。
井
上

☎
７
１
３
２
│
２
１
６
８

　

混
声
合
唱
団
「
菩
提
樹
」　

月

三
回
㈯
９
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

○入
千
円
、
㊊
二
千
五
百
円
。
根
岸

☎
７
１
６
９
│
３
１
８
４

　

つ
く
し
書
道
会　

第
二
・
四
㈬

10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
ハ
ガ
キ

絵
＝
○入
・
㊊
各
千
五
百
円
、
ペ
ン

字
＝
○入
・
㊊
各
千
三
百
円
。
吉
村

☎
７
１
４
６
│
７
１
４
９

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
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糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病

予
防
の
標
語
を
募
集

　

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病

の
日
」。
糖
尿
病
・
生
活
習
慣

病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法　

は
が
き
に
「
糖

尿
病
・
生
活
習
慣
病
予
防
の
標

語
」
と
明
記
し
、
標
語
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
１
２

柏
市
健
康
推
進
課
へ
、
12
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
で
（
必
着
）

　

そ
の
他　

来
年
２
月
の
糖
尿

病
予
防
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
入

選
作
品
の
審
査
・
発
表
予
定

　

問
健
康
推
進
課
☎
７
１
６
４

│
３
３
３
３
･
℻
７
１
６
４

│
１
２
６
３

献
血
本
人
確
認
の
全
国

実
施

　

10
月
１
日
か
ら
血
液
製
剤
の

安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
全

国
す
べ
て
の
会
場
で
献
血
の

際
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
学
生
証
等
で
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
健
康
推
進
課
☎
７
１
６
４

│
３
３
３
３

児
童
福
祉
施
設
入
所
児

（
者
）
負
担
金
を
助
成

　

対
象　

心
身
障
害
児
（
者
）

が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
・
通

園
し
て
い
て
、
自
己
負
担
金
を

支
払
っ
て
い
る
保
護
者

　

申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書

と
、
平
成
16
年
４
月
〜
９
月
の

負
担
金
の
領
収
書
・
印
鑑
・
銀

行
の
預
金
通
帳
を
持
っ
て
、
11

月
２
日
（
火
）
ま
で
に
障
害
福

祉
課（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）

へ
直
接
※
申
請
書
は
電
話
で
請

求
で
き
ま
す

　

問
障
害
福
祉
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
３
６

特
別
納
税
相
談

　

と
き　

10
月
23
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

　

と
こ
ろ　

収
納
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）・
豊
四
季
台

近
隣
セ
ン
タ
ー
・
光
ケ
丘
近
隣

セ
ン
タ
ー

　

用
意
す
る
物　

納
税
通
知
書

か
警
告
書
・
印
鑑
（
分
割
納
付

を
希
望
す
る
か
た
）

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
収
納
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
２
２

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　

と
き　

来
年
２
月
６
日（
日
）

　

と
こ
ろ　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際

会
議
場
（
千
葉
市
）

　

申
込
用
紙
の
配
布　

10
月
15

日
（
金
）
〜
11
月
５
日
（
金
）

に
下
水
道
維
持
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
三
階
）
で

　

◎
受
験
資
格
あ
り

　

問
下
水
道
維
持
課
☎
７
１
６

７
│
１
４
３
４

戦
没
者
の
妻
・
父
母
へ

特
別
給
付
金

　

対
象　

第
十
七
回
・
第
十
九

回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
妻
・

父
母
等

　

請
求
期
限　

平
成
18
年
３
月

31
日
（
金
）

　

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
保
健
福
祉
総
務
課
☎
７
１

６
７
│
１
１
３
１

若
年
者
の
た
め
の
企
業

説
明
会

　

と
き　

11
月
13
日
（
土
）
午

後
０
時
半
〜
３
時
40
分

　

と
こ
ろ　

柏
商
工
会
議
所

（
東
上
町
）

　

対
象　

十
五
〜
三
十
四
歳
の

求
職
・
転
職
希
望
者

　

内
容　

地
元
企
業
三
十
〜
四

十
社
に
よ
る
業
務
・
求
人
内
容

等
の
説
明
会

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
千
葉
県
雇
用
労
働
課
☎
０

４
３
│
２
２
３
│
２
７
６
２

柏
工
業
専
門
校
パ
ソ
コ

ン
科
受
講
生
募
集

　

と
き　

①
初
心
者
コ
ー
ス
＝

10
月
29
日
〜
11
月
19
日
の
毎
週

火
・
金
曜
日
午
後
１
時
半
〜
４

時
②
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
＝
11
月
26

日
〜
12
月
17
日
の
毎
週
火
・
金

曜
日
午
後
６
時
半
〜
９
時
③
エ

ク
セ
ル
コ
ー
ス
＝
来
年
１
月
11

日
〜
２
月
１
日
の
毎
週
火
・
金

曜
日
午
後
６
時
半
〜
９
時
（
各

コ
ー
ス
計
七
回
）

　

と
こ
ろ　

柏
工
業
専
門
校

（
明
原
三
丁
目
）

　

費
用　

各
コ
ー
ス
一
万
五
千

円
　

募
集
期
限　

①
10
月
22
日

（
金
）
②
11
月
19
日
（
金
）
③

12
月
22
日
（
水
）

　

問
柏
工
業
専
門
校
☎
７
１
４

４
│
６
６
８
１

都
市
再
生
街
区
基
本
調

査

　

と
き　

10
月
〜
来
年
３
月

　

対
象
地
域　

柏
市
の
人
口
集

中
地
区

　

調
査
内
容　

資
料
収
集
、
現

地
踏
査
（
公
共
基
準
点
や
官
民

境
界
杭
等
の
状
況
）
※
原
則
と

し
て
民
有
地
へ
は
立
ち
入
り
ま

せ
ん

　

問
都
市
再
生
機
構
千
葉
地
域

支
社
☎
０
４
３
│
２
９
６
│
７

２
２
６

臨
時
看
護
職
員

　

対
象　

看
護
師
の
資
格
が
あ

る
か
た
、
若
干
名

　

勤
務
時
間　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
半
（
多
少
変
更
あ
り
。

月
三
日
程
度
勤
務
）

　

勤
務
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

ほ
か

　

勤
務
内
容　

ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
に
伴
う
業
務

　

賃
金
（
時
給
）　

千
二
百
六

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
資
格
証
明
書
の
写
し

を
〒
２
７
７
│
８
５
１
２　

柏

市
健
康
推
進
課
へ
、
10
月
21
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
後
日
、
面
接
あ
り

　

問
健
康
推
進
課
☎
７
１
６
４

│
３
３
３
３

5日㈮・12日㈮午前10時～午後4
時（計2回）。先着10人。430円

古布の裂き織
りでバッグ作り

20日㈯午後1時～4時。先
着10人。200円

セーターから
バッグ作り

21日㈰午前10時～正午。
先着10人。無料

11日㈭午前9時半～午後4
時。先着10人。200円犬の洋服作り

13日㈯午後1時～4時。先
着20人。200円家具の塗装

16日㈫午前10時～正午。
先着10人。無料

9日㈫午前10時～午後1
時。先着10人。無料

自転車（パン
ク）修理

18日㈭・25日㈭午前10時～午後
3時（計2回）。先着10人。100円

和布でスモッ
ク作り

和布で簡単ス
カーフ作り

17日㈬午前10時～午後1
時。先着10人。100円

和布でメガネ
ケース作り

包丁研ぎ

10日㈬午前10時～午後3
時。先着15人。240円

ネクタイでポ
シェット作り

27日㈯午前10時～午後3
時。先着20人。100円

古着でわらじ
作り

28日㈰午後1時～3時。先
着15人。無料

おもちゃ・家
庭用品の修理

問柏市リサイクルプラザリボン館 ☎7199－5082
※申し込みは10月16日㈯午前9時半から、同館へ電話で

11

市・県民税第 3期
国民健康保険料第 5期
介護保険料第 5期

☎7167－1122
☎7167－1129
☎7167－1134

納期限は11月1日㈪
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を

問
市・県 民 税は収 納 課
国民健康保険料は保険年金課
介護保険料は介護保険課

催　し と　き ところ 対　象 申し込み内　容
10月26日㈫午後
3時半～4時20
分

①おはなし会

10月29日㈮午前
10時半～11時
半

③幼児のつどい
～はねつきふ
うせん

永楽台
児童セ
ンター
（永楽
台近隣
センタ
ー内）

布施近
隣セン
ター

アミュ
ゼ柏

光ケ丘
児童セ
ンター

豊四季
台児童
センタ
ー

幼児～小学生（幼
児は保護 者同
伴）、先着100人

幼児と保護者、先
着20組

10月22日㈮午前
10時～正午

②不登校を考え
る親の集い

不登校の子ども
の保護者、先着
20人

スライド「アナンシ
と6ぴきのむすこ」
など

スライド「アナンシ
と6ぴきのむすこ」
など

不登校についての
話し合いや経験者
の話など
親子で遊べる折
り紙を折って交流
します

10月19日㈫の②
は午後2時から、
③は午後3時か
ら、永楽台児童
センターへ電話
か直接

10月23日㈯午前
10時半～11時
20分

④おはなし会

⑥おはなし会

幼児～小学生（幼
児は保護 者同
伴）、先着60人

10月30日㈯午後
1時～3時⑤わいわい縁日

幼児～小学生（幼
児は保護 者同
伴）、先着80人

食べ物屋台や子ど
も実行委員会の作
ったゲームコーナー
などで遊びます

10月19日㈫午後
2時から、光ケ丘
児童センターへ
電話か直接

11月5日㈮午前10
時半～11時20分

幼児と保護者、先
着100人

人形劇「わらとす
みとまめ」など

11月14日㈰午後
1時～4時

⑦版画で年賀
状を作ろう

小学生以上（小
学3年生以下は
保護者同伴）、先
着10人

木工版画で年賀
状を作ります

10月19日㈫午後
2時から、⑦は豊
四季台児童セン
ターへ、⑧は布
施近隣センター
内遊戯室へ電
話か直接

⑧バードコール作
り

鳥の鳴き声のする
木製クラフト作り

11月7日㈰午後2
時半～4時

11月7日㈰午前9
時半～11時半

⑨ミュージカル「ハ
ーメルン」（「ハ
ーメルンの笛吹
き男」より）

先着400人
市民100人以上が
参加する、「親子の
きずな」がテーマの
手作りミュージカル

当日、会場へ直
接

当日、会場へ直
接

当日、会場へ直
接

当日、会場へ直
接

小学生以上、先
着20人

①～③は永楽台児童センター ☎7163－4050、④・⑤は光ケ丘児童センター ☎7170－7600、
⑥・⑦・⑨は豊四季台児童センター ☎7144－5363、⑧は布施近隣センター内遊戯室 ☎7135
－3960（午後1時～5時）

※費用は⑤は200円、⑦は300円、⑧は100円、その他は無料■児童センターの催し

問

職種 勤務場所 勤務時間 対象・定員 申し込み賃金（時給）
午前8時45分
～午後4時45
分（半日4日を
含む月10日）

①臨時看
護師

看護師の
資格があ
るかた、1
人

市立保
育園 1,260円

月～金曜日午
前8時半～午後
5時、隔週土曜
日午前8時半～
正午

②臨時保
育職員
（登録
制）

保育士か
幼稚園教
諭の資格
があるか
た

市立保
育園
（21園）

保育士有資
格者＝910
円、幼稚園
教諭有資格
者＝870円

月～金曜日午
前7時～8時半
・午後3時半～
7時、土曜日午
前7時～8時半
・正午～午後7
時（交代制）

③時間外
保育職
員

2 人※子
育 て 経
験・専門
知識のあ
るかたを
優先

桜台保
育園

有資格者＝
910円、無資
格者＝870
円

写真を張った
履歴書・資格
証明書の写し
を持って、①は
10月22日㈮まで
に、②は随時保
育課（市役所第
1庁舎2階）へ
直接
写真を張った
履歴書・印鑑・
資格証明書の
写し（あるかた
だけ）を持って、
10月22日㈮まで
に桜台保育園
へ直接

問①・②は保育課 ☎7167－1137、③は桜台保育園 ☎7167－5924

※賃金のうち交通費は別途支給■市立保育園の求人



　
「
娯
楽
と
い
っ
た
ら
音
楽
で
し

た
」。
父
親
も
オ
ペ
ラ
歌
手
で
、
福

島
県
会
津
市
に
い
な
が
ら
日
本
は
も

ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
来
る
公

演
に
必
ず
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。

　

小
学
生
の
と
き
は
合
唱
部
、
中
学

で
は
バ
ン
ド
部
、
高
校
で
は
ま
た
合

唱
部
に
入
っ
た
。
歌
の
道
に
進
も
う

と
決
め
た
の
は
高
校
一
年
生
の
と

き
。
会
津
で
の
公
演
に
出
演
し
て
い

た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
歌
声
に
感
動

し
、
ロ
ビ
ー
で
待
ち
伏
せ
を
し
た
。

「
弟
子
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頭
を

下
げ
、
日
曜
日
に
会
津
か
ら
五
時
間

か
け
て
東
京
ま
で
レ
ッ
ス
ン
に
通
う

生
活
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
人
だ
と
思

っ
た
ら
、
地
の
果
て
ま
で
追
い
か
け

て
い
く
よ
う
な
情
熱
的
な
人
だ
。

　

音
大
の
大
学
院
を
卒
業
し
た
後
、

仕
事
が
な
い
時
代
が
続
い
た
が
、「
歌

が
好
き
だ
か
ら
」
や
め
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
学
校
を
回
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
前
で
「
大
き
な
古
時
計
」

を
歌
っ
た
り
、
額
を
作
っ
た
り
す
る

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

　

貯
め
た
資
金
で
イ
タ
リ
ア
へ
留

学
。
誰
に
教
え
て
も
ら
お
う
か
と
公

演
を
見
て
回
り
、
ア
ル
ド
・
プ
ロ
ッ

テ
ィ
の
歌
声
を
聴
い
た
と
き
、
胸
を

ボ
ン
と
つ
か
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受

け
た
。「
こ
の
人
し
か
い
な
い
」。
本

場
の
オ
ペ
ラ
を
学
ん
で
、
弟
子
の
あ

か
し
と
い
っ
て
も
い
い
九
人
目
の
デ

ィ
プ
ロ
マ
（
卒
業
証
書
）
を
も
ら
い

帰
国
。
記
念
の
メ
ダ
ル
は
自
分
が
作

っ
た
額
に
飾
っ
て
あ
る
。

　

以
前
は
、
公
演
の
前
に
は
ス
テ
ー

キ
を
食
べ
て
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
等

食
事
に
気
を
付
け
て
い
た
が
、「
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
何
で
も
食

べ
ま
す
」
と
笑
う
顔
に
子
ど
も
と
の

生
活
を
楽
し
む
姿
が
う
か
が
え
る
。

　

来
年
１
月
23
日
に
行
わ
れ
る
市
民

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ソ
ロ
で
「
第
九
」

を
歌
う
。「
一
人
で
歌
う
の
も
み
ん

な
で
歌
う
の
も
好
き
」。
あ
の
迫
力

あ
る
歌
声
と
市
民
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
市
民
文
化
会
館
に
響
き
わ
た
る
。

　

オ
ペ
ラ
と
は
「
す
べ
て
の
芸
術
が

融
合
し
た
最
高
の
舞
台
」。
そ
こ
に

立
つ
と
「
歌
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
る
瞬
間
」
が
味
わ
え
る
。
夢
は

プ
ロ
ッ
テ
ィ
の
よ
う
に
「
七
十
、
八

十
歳
に
な
っ
て
も
迫
力
あ
る
歌
声
を

響
か
せ
る
」
こ
と
。
目
指
す
は
生
涯

現
役
だ
。

　

篠
籠
田
在
住
。
四
十
三
歳
。
妻
と

息
子
二
人
の
四
人
家
族

古紙配合率100％再生紙を使用しています100

No.395

ほし　　　　よう　　じ

星　洋二さん

二期会会員のオペラ歌手（テノール）

平成16年（2004年）10月15日 第1227号 ⑧

来年1月16日㈰まで開催中

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 ☎7164－6413

芹沢 介－板絵の願い－絵馬

双手（もろて）

　本来、絵馬に描かれた「双手」は織物技術
上達祈願に用いられました。それを消化して
自らの作品に生かしたとみられます。

　あけぼの山農業公園のコスモスが今見
ごろを迎えています。10月17日には、
地産野菜・花や牛の丸焼き販売などが行
われる農業公園まつりも開催されます。
赤・白・ピンクなど色とりどりのコスモ
スを見に、出かけてみてはいかがです
か。10月下旬まで見ごろです。（写真は
10月6日撮影）

　柏駅前通り商店街・ハウディーモー
ルで、10月3日、カリヨン祭（柏大道
芸祭）が行われました。このイベント
は1988年に同商店街がリニューアルさ
れたのを機にスタート。皿回しや紙芝
居、パントマイムなど国内外から7組の
大道芸人が参加。お客さんを巻き込ん
でのパフォーマンスに、見ている人も
ハラハラドキドキしていました。

　徳川八代将軍吉宗の時代から、富勢地区
に伝わる八朔（はっさく）相撲。五穀豊じ
ょうを願い、10月2日にあけぼの山農業公
園の特設土俵で行われました。小学生の
取り組みでは「まわしを取れ。そらのこっ
た」と、観客はかわいらしい相撲取りに声
援を送っていました。将来、柏から横綱が
出る日が来るかも？

ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
を
育
て
る

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

色とりどりの花にうっとり
あけぼの山農業公園のコスモス

世
界
の
大
道
芸
人
が
集
合

柏
駅
前
で
カ
リ
ヨ
ン
祭

はっけよ～い。のこった
八朔相撲

ワグナー作曲の歌劇「タ
ンホイザー」でのタイト
ルロール

人との出会いを逃さない

　柏レイソルの早野監督と、アテネオリンピックを
最後に引退した元ＪＯＭＯサンフラワーズの大山・楠
田・浜口選手の講演会が10月6日、アミュゼ柏で行わ

れました。早野監督は「サッカーは子どもたち（の心）を育て
る」とスポーツが地域でできる役割を語り、大山・楠田・浜口
選手はオリンピックでの体験談やバスケットボールの経験を面
白おかしく話しました。サインやボールが当たる抽選会も行わ
れ、会場は最後まで盛り上がりました。


